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台風 15号の被災者へお見舞い №３ 

山本委員長宅へお見舞い！ 
10月８日、分会は台風 15号で被災し

た山本分会長宅にお見舞いに行ってき

ました。山本委員長は「停電と断水あっ

た。断水が終わっても濁った水が出た。

自宅に帰る道路が、何カ所も土砂崩れで

通行止めとなった。自衛隊が派遣され復

旧作業をした。大井川鉄道は、土砂崩 

れで埋もれ運休している。沢が２ｍほど砂利で埋まり、浄化槽の排水菅が埋まって

しまった。沢は大井川本流の出口まで砂利で埋まっている。河床が高くなったので

大雨が降ったら家が浸水するのでは」と不安を抱えていました。山中の部落に向け

ての物資輸送か、ヘリコプターが行き来していました。 

                          
                          砂利で埋もれた浄化槽と沢 

埋もれてしまった浄化槽の排出管             
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大井川西側採石場から土砂流入で国道 473号線と大井川鉄道が寸断されました。 

  分会長の地元では断水で風呂やシャワーが使えれな 

い人に会社のシャワーを開放しています。 

 山本委員長は、災害時に備え 

ポリバケツに雨水を貯めていた 

ので、トイレの水などに使えた 

と防災対策の教訓を話してくれ 

ました。              自宅の雨トイから雨水を貯水  


